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ダチョウダチョウダチョウダチョウ            2011-09-30    

東北東北東北東北のののの関西人関西人関西人関西人        被災者と被災地で働く全ての人がまた普

通の生活に戻れますように。 

http://ameblo.jp/morimarion/entry-11034341424.html 

今日、ダチョウを引き取ってくれた方からメールが来た 

ダチョウたちは元気で羽も生えてきたそう 

こちらからメールするのが筋だったのにすいません 

でも添付してくれたダチョウたちの元気そうな姿を見て 

とてもとてもハッピーな気分になりました 

 

今度、京都のおいしいものでも送ってみよう 

1 円も受け取ってくれなかった彼らに 

なにか恩返しがしたい 

今の私たちにはあまり力はないけれど 

気持ちだけは忘れちゃだめだ 

救ってくれた人、応援してくれた人を 

これからもずっと忘れちゃだめだ 

 

避難区域解除避難区域解除避難区域解除避難区域解除            2011-10-03    

東北東北東北東北のののの関西人関西人関西人関西人        被災者と被災地で働く全ての人がまた普

通の生活に戻れますように。 

http://ameblo.jp/morimarion/entry-11036626288.html 

一部避難区域が解除されたようです 

 

私たちが住むエリアも解除対象だと思います 

でも今帰ってなにができるのか 

除染が終われば…なんていいますが 

国が新たに設けた基準値に戻ったところで 

今までと同じというわけにはいかないでしょう 

 

半数の人がいなくなった街に産業は戻るのでしょうか 

子供たちが戻っても問題ないのでしょうか 

 

誰も教えてくれないのでわからないことだらけです 

 

私たちは幸いにも京都で済む場所にも恵まれ 

春くらいまでは様子をうかがっていることができますが 

それも期限付きです 

 

今までの歴史にあった数々の人災のように 

あとになって「やっぱり無理だったわー」では納得がいきま

せん 

「フクシマ病」なんて名前欲しくありません 

 

もう少し市民寄りの政策を願ってやみません 

住民の将来を考えた政策をただただ待っています 

 

############################################# 

ごごごご無沙汰無沙汰無沙汰無沙汰しておりましておりましておりましておりますすすす    第一子第一子第一子第一子とととと猫猫猫猫、、、、時時時時々々々々    結婚結婚結婚結婚＆＆＆＆コラムコラムコラムコラム    

大地震に臆する事無く、3月17日無事に第二子が産まれま

した(≧ε≦)  2011/10/1(土) 午前 0:03 

http://blogs.yahoo.co.jp/pure_mamotec/38165114.html 

 

皆様、元気だったでしょうか？ 

オイラは相変わらず元気です。。。仕事は忙しいけどね(..;) 

ブログをサボってずいぶん時間が経ちましたが、 

もしかして忘れられちゃったかな？？なんて心配していま

す。 

ブロ友のあおいさんとかは Twitter コンタクトをとっていたり、

Rainbow さんは地震があって連絡したりと、決して完全放置で

はないんですけど。。。。まぁでも完全放置だったかな 

明日からはもう１０月。 

南相馬ブログ新聞 

インターネット上のブログ（日記の一種：掲載許可済

み）等からの転載です。執筆者は南相馬市関係の

方（滞在の方・避難された方等）が主体です。内容内容内容内容

はははは個人個人個人個人のののの意見意見意見意見でありでありでありであり公公公公のものではありませんがそのものではありませんがそのものではありませんがそのものではありませんがそ

れぞれのれぞれのれぞれのれぞれの立場立場立場立場でのでのでのでの本音本音本音本音がががが書書書書かれていますかれていますかれていますかれています。。。。同じ被

災者・市民同士の生の意見として参考にしていただ

ければ幸いです。 

編集・発行 NPO ながおか生活情報交流ねっと soiga01@gmail.com、

今まで協力いただいた先（判明カ所所のみ）：長岡大学、同学生有志、

長岡技術科学大学ボランティアサークル、飯田ボランティア協会、山

古志村のマリ 配布協力避難所：新潟県長岡市内・湯沢町内・見附市

内・小千谷市内、長野県飯田市内・豊丘村内、福島大学ボラセンほか 

新聞 PDF 置場 http://www45.atwiki.jp/soiga/pages/137.html  



 南相馬ブログ新聞 平成 23 年 10 月 5 日(水)第 111 号  

 2

実家がある南相馬市は今日、緊急時避難準備区域が解除さ

れたりで何かと大変でございます。 

ブログネタはたくさんあるのに、記事に出来ないこの辛さ 

再週は柊斗の３歳の誕生日だし再来週は結婚記念日、 

その次の週はオイラの２４回目の誕生日があり、イベント目白

押し!!! 

みんなにもいろいろ伝えたい記事（放射能とかね）があるので、

オイラの事を見捨てずにいてくださいね～ 

 

また近々(*⌒▽⌒*)(*⌒▽⌒*） 

 

############################################# 

 

南相馬市南相馬市南相馬市南相馬市からからからから１０１０１０１０月月月月３３３３日夜日夜日夜日夜    サイヤサイヤサイヤサイヤ社長社長社長社長ののののブログブログブログブログ    

福島県南相馬市で青果食品惣菜スーパー「Saiya」を経営し

ています。 新鮮な話題をお届け！  2011-09-28 19:50:31 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/ad409a86a8c9e6

7015555599319deddb 

最初に南相馬市の放射線マップを作ったのはＮＰＯチェルノ

ブイリ救援中部の方たちです。震災後早い段階でこの町もた

めにも放射能の状況を正確に知るにはマップを作る必要性が

あるとの事で、南相馬市の市長にお話をして了解をいただい

て活動してきました。 

 

８月には出来上がって各所に配布し市役所にも届けました、

市内世帯にも配布すると聞きました、しかし今回市が配布した

ものはチェルノブイリの物ではなく市独自に作った物でした。

チェ救援は５００ｍ範囲、市は１ｋｍ範囲でした。チェ救援で本

日、市役所に今後予定していた第２回の放射線マップ作りを

どうしたらいいのか、聞きに行ったところ、６月には市長はマッ

プ作りをぜひにやってくださいと言っていたのに、今回はマッ

プ作りは市で作るということのようです。 

 

しかも専任者を派遣で雇って作るそうです。ＮＰＯチェ救援で

はボランティアを募って市民参加で活動をしようとしているの

に、市の豹変ぶりはどうしたもんでしょうか？ 

行政の豹変ぶりはいつものことでしょうが、南相馬市市民とし

て恥ずかしいですよね。 

せっかく他の地の人達が応援してくれているのに、市民も自

分達で出来る事はないのか立ち上がろうとしているのに、残

念ですね。 

 

南相馬市南相馬市南相馬市南相馬市からからからから１０１０１０１０月月月月４４４４日火朝日火朝日火朝日火朝         2011-10-04 05:32:22 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/c630ef3cbefaee

39115144f305f3c065  

いよいよ、サイヤの隣りの貸店舗で、チェ救援の支援により、

活動が始まります。 

 

 

参加お待ちしています。。 

 

南相馬市南相馬市南相馬市南相馬市からからからから１０１０１０１０月月月月４４４４日夜日夜日夜日夜         2011-10-04 19:33:16 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/3f96a2d4438d5e38de838

24517011624  

福好再見、義援金１００万円達成したようです。Ｔシャツ、ポロ
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シャツ、を販売してきましたが、多くの応援してくださる皆さん

のおかげで、義援金が集まりました。 

 

震災後、自分達に何か出来ないかとの思いから、福好再見が

始まりました。 

名前も良いし、Ｔシャツのデザインも素材も良いし、活動も理

解されて多くの人に買っていただいたようです。そして多くの

いろんな活動をされている人達に出会えたことがこれからの

財産になっていくようです。 

 

明日、南相馬市市長が義援金の受け取りに福好再見の事務

所に来るそうです。これで一区切りがつきますが、これまでの

経験を今後の活動に生かしてもらいたいですね。 

まだまだ、復興再建が始まろうとしているだけです、長い戦い

が待っています。将来の若い世代のふるさと帰還の為にもこ

の地で頑張っている姿を見せ続けて欲しいものです。 

 
############################################# 

原町区内原町区内原町区内原町区内のののの小中学校小中学校小中学校小中学校をををを再開再開再開再開しますしますしますします    

南相馬市 東日本大震災関連情報（H23.10.4 20:00現在） 

http://www.city.minamisoma.lg.jp/i/k/haramachisyoutyuuga

kkousaikai.jsp   

 緊急時避難準備区域の解除に伴い、原町区内の小中学校

が再開できるようになりました。 

 

 また、南相馬市では、8・9月を「除染強化月間」と位置付け、

学校、幼稚園など子供が利用する施設を先行して、鹿島区か

ら除染を進め、原町区内の学校などについても、10月初旬に

除染が終了する見通しとなりました。 

 

 こうした結果を踏まえ、さらに震災被害の程度などを考慮し、

原町区内の5つの小中学校での授業を、下記のとおり再開す

ることとしましたのでお知らせします。 

 

1．再開時期 

平成 23年 10月 17日（月）から 

 

2．再開する学校  

（1）小学校 

原町第一小学校、原町第三小学校、大甕小学校（同校に太田

小学校も入るようになります。） 

 

（2）中学校 

原町第一中学校、原町第二中学校 

 

3．上記 5校以外の今後の予定 

（1）震災被害が大きいため、修繕終了後に使用を再開する学

校 

・3学期開始時の再開を予定している学校 

原町第二小学校、太田小学校 

・3学期中の再開を予定している学校  

高平小学校、原町第三中学校 

 

（2）放射線量が比較的高いことから、除染作業等の結果を参

考に、使用の再開時期を検討する学校 

石神第一小学校、石神第二小学校、石神中学校 

 

【問い合わせ先】 教育総務課 0244-24-5282 

 

【学校教育課】 0244-24-5283 

 

 

原町区内原町区内原町区内原町区内のののの幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園をををを再開再開再開再開しますしますしますします    

南相馬市 東日本大震災関連情報（H23.10.4 20:00現在） 

http://www.city.minamisoma.lg.jp/i/k/haramachiyouchie

ntousaikai_2.jsp   

 

緊急時避難準備区域の解除に伴い、原町区内の幼稚園、保

育園が再開できるようになりました。 

 

 同区内の公立幼稚園・保育園の再開については、4 月入園

予定者数の 8 割の園児が避難しているため、今後、本市に戻

って来る園児数の推移を見極めて検討していきます。 

 

 私立幼稚園・保育園は、緊急時避難準備区域の解除後、速

やかに再開する準備をしています。 

 

1．再開する幼稚園・保育園（予定） 

(1)幼稚園 

私立青葉幼稚園、私立原町みなみ幼稚園、私立さゆり幼稚園 

(2)保育園 

私立原町聖愛保育園、私立北町保育所、私立よつば保育園、

私立よつば乳児保育園西町園 

 

2．現在開設している臨時幼稚園・保育園  

(1)幼稚園 

市立鹿島幼稚園、市立八沢幼稚園、市立上真野幼稚園 

※3歳児保育は未実施 
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(2)保育園 

市立かしま保育園、市立かみまの保育園 

なかよし保育園（寺内公会堂）、なかよし保育園江垂分園（江

垂研修センター）※私立保育園の合同保育園として実施 

 

【問い合わせ先】 

幼児教育課 0244-24-5242 

    

    

原町区原町区原町区原町区にににに応急仮設住宅応急仮設住宅応急仮設住宅応急仮設住宅のののの建設始建設始建設始建設始まるまるまるまる    

南相馬市 写真で見る東日本大震災  

http://www.city.minamisoma.lg.jp/sinsai/2011-10/kasets

u.jsp   

 【2011年 10月 1日】 

 緊急時避難準備区域内では建設が認められていなかった

応急仮設住宅の建設が始まりました。 

 区域の解除から一夜明けた原町区高見町の市有地では、

作業員が計測や資材を搬入したほか、重機で地面に穴を掘

って下水道管の設置などを行いました。 

 県は原町区の市有地3か所に143戸を建設する予定です。 

  

  

▲原町第二中学校前の市有地▲重機を使っての作業 

  

▲下水管を設置する作業員▲着工前に表土除去も行われました 

 

児童児童児童児童ににににガラスバッジガラスバッジガラスバッジガラスバッジをををを配付配付配付配付    

南相馬市 写真で見る東日本大震災  

http://www.city.minamisoma.lg.jp/sinsai/2011-10/glas.jsp   

【2011 年 10 月 3 日】 

 個人の積算放射線量を測定するバッジ式線量計「ガラスバ

ッジ」を妊婦や 18 歳以下の希望者 5,354 個の配布を始めまし

た。 

 鹿島区の鹿島小学校では、児童一人ひとりにガラスバッジ

が手渡され「水にぬらしたり友達と交換したりしないように」と

取扱いの説明を受けていました。 

 測定は 2012 年 3 月 10 日まで行い、2 か月ごとに業者が回

収して線量を測定し、その結果を個人に通知します。 

 

  
▲配付されるガラスバッジ▲担任の先生から受け取る児童 

  
▲放射能への不安解消に ▲取扱いを確認する児童 

 

############################################# 

【編集より】 新潟県長岡市の山古志地域には東北各地から

様々な方が研修に来られています。ここ数日そのニュースが

目立ちました。 

3 年間の全村避難の後村に帰ったこと、避難先等に残らず

に村に帰った人の割合について・状況について、高齢者等の

為の復興住宅、水没集落の山頂への移転、産業や伝統行事

の復活、新しい観光の開発、など、山古志には語れる事があ

ります。 

南相馬の状況はまた違うと思いますが、全村避難の状況か

ら 7 年でどこまで復興できたのか眺めてみる、山古志村民に

聞いてみるのも被災された皆さんの心のプラスになるような気

がします。 

 


